第5回ふるさと検定〈初級・上級〉問題難易度ランキング
初級試験問題
　◇正解率が高かった問題

　　①「洗濯機が普及する以前は、盥と洗濯板が洗濯用具の必需品」（№1）  　　　          99.0％

　　②「かまどに鍋や釜をかけて下から薪やほえ等をくべて火をたき加熱」（№3）　         96.6％

　③「Ⅴ字形の枠に張り付けた網を空中高く放り投げる坂網猟」（№58）　　　          　96.1％　
　　④「ラムサール条約に基づく、水鳥の生息地として特に重要な湿地として登録」（№60）  88.9％
　　⑤「特に絶滅危惧種となっているトモエガモの国内最大の飛来地」（№57）              88.4％
　◆正解率が低かった問題

　　①「伊万里焼の写しを大量に生産。大聖寺伊万里と呼ばれ」（№51）　　　　　　　　　　16.9％
　　　  ②「伊能忠敬ら測量隊は、沿岸測量のため大聖寺の板屋や松屋などに宿泊」（№38）      31.9％

　　③「北陸鉄道加南線が昭和40年代まで加賀温泉郷を結ぶ交通体系の中心」（№49）     　27.5％
　　④「川端御亭は、江戸前期の茶人として知られる小堀遠州の建築意匠を採り入れた茶席図をもと　

　　　　に建造された」（№41）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  32.9％　　　　　　　　　　 
　　⑤「大聖寺の豪商豊田伝右衛門は、九谷焼を再興」(№30）                            33.8％
上級試験問題

　◇正解率が高かった問題

　　①「加賀市域で盛んに作られる伝統料理の柿の葉寿司」（№2）                       100.0％

　　②「橋立大野山遺跡から尖底楕円押型文土器と呼ばれる県内最古の土器」（№9）       100.0％

　　③「鹿野小四郞は農業知識に詳しく、農事遺書全５巻を著した」（№49）　            100.0％

　　④「河野安通志は「日本運動協会」を創設、これが日本初のプロ野球チーム」（№53）  100.0％

　　⑤「山口玄蕃宗永は山城国の出身」（№24）　                                       95.5％

　　⑥ 「大聖寺博覧会」は、明治12年に錦城小学校と遷明中学校の2カ所が会場」№40）　95.5％                               　
　　⑦ 「山代温泉薬王院の「木造十一面観音像」は、大聖寺慈光院の本尊」（№47）　      95.5％                               　

　◆正解率が低かった問題

　　①「額田荘・八田荘では中院通世父子が３代にわたり荘園を直接支配」（№50）　        18.2％

　　②「正徳２年大聖寺藩領内で正徳一揆が起こり、農民たちは作柄の検分を行っていた役人らを
　　　　那谷村で襲撃し、年貢の軽減を認めさせた。」（№29）　　　　　　   　　      　  22.7％

　　③「後藤才次郎は、肥前有田に赴き、長崎で出会った明の陶工数名を伴い帰藩し古九谷窯を開い
　　　　た」（№22）　                         　　　　　　　　　　　　　　　　　     31.8％

　　④「前田利明は、中田村五郎兵衛と足軽の栗村茂右衛門を河北郡二俣村に派遣」(№28）  40.9％

　　⑤「大聖寺藩の村々には、村肝煎・組合頭・百姓代からなる村方三役（地方三役）」（№30） 40.9％　　　　　　　　　　　　　　
　　⑥「宇谷野工場団地は、市内宇谷町の山林およそ27万㎡を造成」　　　　　　　（№30） 40.9％

